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あとがき
本号は，アセチルコリン特集号である。今年がデールによる発見100周年にあたるよ

うで，担当編集委員を決める段になって，「アセチルコリン」だからアルツハイマー病，

認知症だから私という役回りになったのかもしれない。私自身アセチルコリンについて

は素人であるが，そんなことが許されるほど現編集部（委員会）にはやさしい人はいな
い。今から40年以上も前に『Nerve,Muscle and Synapse』（Bernard Katz著，

McGraw-HillInc.,US）を完読して以来の基礎的な勉強と応用を紐解くこととなった。

Noと言えない典型的な日本人である私は，幸い編集子の助けもあり企画内容自体は，
時間をかけて練りに練った成果が実り，実際に集まった特集原稿を一読して，新しい
テーマであることを実感できたことは大きな喜びである。私的にも一皮むけた印象が
残っている。なにより，神経発生の上での自律神経系の意味について長らくもやもやし
ていたが，遠心性要素が映し出されている今回の特集を読み，自分なりの制御，調整の
位置関係が得られたように思う。
本特集は，この「あとがき」で以て，完成と言えるのかも知れないが，厳密には，そ
れは，終了と言うべきかも知れない。それは，とりあえずの締め切り，最低限の体裁，条
件が整ったという妥協と解釈するからであり，私自身アセチルコリンには，さらに進歩す
る重要な領域，課題がいまだ眠っているという直観を覚えるからに他ならない。読者諸
氏には，不完全なものを得たと思わないでいただければ幸いであるが，絶えず完全を求
める未完成な部分があるからこそ，先端と言えるのだと言い訳をしておきたい。
こんなことから，ふと20年ほど前の友人宅でのホームパーティを思い出した。友人
宅で好きでもないワインを飲んでいると，ホスト役の友人が，「それはベネティアの巧
みだから，綺麗でしょう」と言うではないか。ワイングラスにしては，無骨で繊細さも
ないし，わざわざ強くベネティアングラスを褒める理由がわからなかった。どことなく
グリーンがかった色調は，ワインにベールをかぶせるようで，むしろ多少の違和感さえ
覚えていた。「たいしたワインではないので，グラスで遊んでもらえたらと思っていま
す」。教養がないので返答の言葉もおぼつかずに，グラスを持ったまま，次の部屋に移
動したときだった。照明が異なる部屋でグラスの色が変わったのである。これがベネ
ティアンか，と悟った瞬間であり，知識があれば，光の妙を求める楽しみもあるが，な
くても驚きと共に発見する喜びがあった。熟知されたアセチルコリンにも似た体験を共
有していただければと願いつつ，サイドテーブルの上に愛惜しく残したグラスの残像と
ともに夜の帰路を楽しんだ か昔を懐かしんだ。
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